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※ 本説明書の内容に関して予告なく変更することがあります。
※ 本説明書の内容について、ご不明な点等お気付きのことがございましたら販売店へご連絡ください。
※ 運用した結果の影響につきましては、前項に関わらず責任をおいかねますのでご了承ください。
※ 弊社KADEC®は調査目的用機器です。万一弊社製品の故障、誤動作等に起因する損害がお客様に
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TEL.011(214)0830  FAX.011(214)0835
https://www.north-one.net/
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はじめに
このたびは、Ｅメール式全天候型測定データ記録装置「KADEC21-MIZU-N2」をお買い求めいただき誠
にありがとうございます。Ｅメール式水位・雨量測定装置は、KADEC21-MIZUの標準機能にＥメール機能を
追加したモデルです。特にKADEC21シリーズは、TRON  OS（オペレーティングシステム）搭載によって、操
作性に優れ、低消費電力化をさらに進めた次世代のデータロガーです。
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１．各部の名称と機能

センサ入力端子台 ：各種センサーを接続します。
動作用電池 ：測定用動作電池です。
LCD表示器 ：記録値など各種の値を表示します。
外部同期端子 ：計測などのタイミング信号の入出力端子です。
外部電源コネクタ ：動作電源を外部から供給する端子です。記録計の電源電圧は、ＤＣ６～９Ｖの範囲

です。
リセットスイッチ ：強制リセットスイッチです。通常操作することはありませんが、予期しない動作時に使

用します。
ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整つまみ ：LCD表示器のコントラストを調整します。通常は中央付近で最適な状態です。
測定スイッチ ：測定開始と測定終了（待機状態）のスイッチです。
操作キー ：UP、DOWN、ENTERキーの３キーで、記録計の各種設定を行います。
ＵＳＢコネクタ ：USB-MINIBケーブルで接続しパソコンと通信を行います。
アンテナ端子 ：Eﾒｰﾙ通信用の外部アンテナ（付属品）を接続します。
Eﾒｰﾙ通信用
電源コネクタ ：Eﾒｰﾙ通信用の電源を接続するコネクタです。
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２．センサーの接続方法
２－１ センサーの接続

ＫＡＤＥＣ２１－ＭＩＺＵと水位センサの接続方法は、次の配線図を参照して接続してください。水位セン
サケーブルは、大きい方のＳＣロックを通して各端子に接続します。また、大気開放パイプも一旦記録計の
内部に引き込みます。接続後、正しく結線されているかどうかをメニューの入力モニタにして確認します。

水位センサと雨量センサの両方接続して測定する場合、転倒マス式雨量センサは、無電圧接点入力に
接続してください

２－２ 入力モード設定

ＫＡＤＥＣ２１－ＭＩＺＵは、水位と雨量の両方を同時に測定できますが、水位のみの計測でも使用できます。
ただし、メモリ効率を向上するために次のとおり設定してください。設定操作方法は「各設定および表示処理
について」を参照してください。

○水位測定のみ
チャンネル１を水位測定「Water」にします。
チャンネル２を未使用「Disable」にします。
○水位測定と雨量測定の両方
チャンネル１を水位測定「Water」にします。
チャンネル２を雨量測定「Rain」にします。

KDC-S10D-PDCR KDC-S10S-TM/N
端子台の記号 ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙの色 内　　　容 端子台の記号 ｾﾝｻｹｰﾌﾞﾙの色 内　　　容

＋ＰＳ 赤色 センサ電源プラス ＋ＰＳ 白色 センサ電源プラス
－ＰＳ 白色 センサ電源マイナス －ＰＳ 黄色 センサ電源マイナス
＋ＩＮ 黄色 信号プラス ＋ＩＮ 茶色 信号プラス
－ＩＮ 青色 信号マイナス －ＩＮ 緑色 信号マイナス

シールド アース シールド アース

DC

+PS

-PS

+IN

-IN

RAIN

RAIN

+VP

- VP

F.G(アース)

有電圧接点入力
（上側＋）

無電圧接点入力（極性なし）



-5-

２－３ オフセット設定

ＫＡＤＥＣ２１－ＭＩＺＵと水位センサを接続後、「Monitor」をメニュー項目から選択します。水面から水位セ
ンサまでの深さを測定する場合、水位センサのゼロイニシャル値を予め設定する必要が有ります。その手順
は次のとおりです。

①水位センサを大気中で垂直に置きます。
②メニュー項目の「Monitor」を表示させ、[ENTER]キーを押して、チャンネル１を[UP][DOWN]キーと[ENTER]
キーで設定します。
③表示しているデータ(イニシャル値)を確認します。(例、表示データ：＋０.００４)
④メニュー項目の「Offset」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
⑤[ENTER]キーを押して、０.０００の桁にします。
⑥[UP][DOWN]キーで、－０.００４（例）に合わせます。
⑦「Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」を選択して [ENTER]キーを押し
ます。
⑧再度、メニュー項目の「Monitor」を表示させ、[ENTER]キーを押して、チャンネル１を [UP][DOWN]キーと
[ENTER]キーで設定します。
⑨表示しているデータが、００.０００を確認します。ただし、±００.００１はデジタル誤差の範囲です。
※ゼロ値以外の特定の数値に合わせるときは、イニシャル値＋特定値をイニシャル値として設定してください。

２－４ センサの接地

２－４－１ 水位計の設置時の条件
①センサ感部と記録部はできる限り近くに設置。
センサの設置場所からできる限り近くに、観測機器の設置が可能な場所で、水位観測に便利な地点を選択
してください。また、センサ感部等が簡単に点検出来る場所に設置してください。
②流木、転石等で機器に損傷を受けない場所。
流木・転石等でセンサ感部及び専用ケーブルが破壊される恐れのない場所を選択してください。
③流れの緩やかな場所
流速による測定誤差を軽減するため、出来る限り流速が小さい場所へ設置してください。センサ感部周囲の
流速が１ｍ／ｓ以上あるときは、保護管や透水管等の中に感部を入れ、その周囲を砂利で埋めて動水位の影
響を避けるようにしてください。保護管に直射日光が当たると、保護管内の温度が上昇し、測定誤差の原因に
なりますので、出来る限り地中埋設とし、露出部分を少なくしてください。また、必要に応じて、容易に感部を
引き上げて点検出来る構造にしてください。
④測定対象は、一般水
水圧式水位センサは、水圧を測定し水位に換算していますので、測定対象となる水の比重が、一般の水
（比重は略１.０）と大きく異なる（海水等）ときは、予めご相談下さい。



センサケーブルを保護管（ＣＤ管
等）に入れて、斜面に埋設しま
す。（埋設深さ１５ｃｍ以上）

センサを設置するとき、
キャップを外して感部内に
水を入れ脱気します。セン
サ先端に泥等が詰まらない
用にしてください。

センサケーブルに内蔵の大気開放パイプ
を潰さない範囲内で曲げてください。ま
たそのとき、ケーブルがねじれないよう
に注意してください。

感部フィルタ内に水を入
れ、感部を測定点まで
（最低水位より下の位
置）まで吊り下げます。
センサ先端に泥等が詰ま
らない用に注意してくだ
さい

保護管（ＣＤ管）
を、垂直に設置し
固定します。

ケーブルを曲げす
ぎないように注意
してください。
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２－４－２ 水位計の設置時の注意事項
１：大気開放パイプが詰まらないように。

センサケーブル内に組み込まれている大気開放パイプは、大気圧を圧力検出部に導入し水圧に含まれる
大気圧を相殺し、測定誤差を解消しています。大気開放パイプの中に水などが入ると、測定誤差の原因とな
りますので、大気開放パイプの断面などから、水などが入らないように注意して下さい。
２：センサ感部と大気開放パイプ口は近距離。

大気開放パイプの大気導入口は、出来る限りセンサ感部に近いところで行えるようにして下さい。極端に離
れますとセンサ感部にかかる大気圧と異なり測定誤差となります。
３：センサ感部は垂直で使用。
センサ感部は、垂直方向で出力調整されていますので、水平方法で使用しますと誤差の原因となります。
４：センサケーブルは、半径１０ｃｍ以下に折り曲げないこと。

センサケーブルは、水位計専用ケーブルです。ケーブル内には、センサ電源線、信号線、シールド線、メッ
センジャ線、大気開放パイプがあり、折り曲げることによって大気開放パイプが潰れたり、信号線が破損するこ
とがあります。
６：センサ感部先端の受圧面に接触しないこと。

センサ感部先端のキャップを取り外しますと圧力受圧面（ダイヤフラム面）が露出します。この受圧面にかか
る圧力で水位を測定していますので取り扱いについては、注意してください。
７：センサを凍結させないこと。

水圧式水位センサは、センサ部が凍結しますとセンサ感部が破損しますので、凍結の恐れがある地点での
観測は、十分ご注意ください。

２－４－３ 水位計の設置例および図

記録計を収納する保管箱は水抜けのよい金属性を使用して、金属性のクイに固定します。保護管を保管箱
まで引きセンサケーブルを記録計に接続し、大気開放パイプを記録計のケース外に出します。センサケーブ
ルが保護管から露出してそこから雨水が侵入しないようにパッキン等の処置を行います。
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２－４－２ 水位計の設置時の注意事項

設置場所は平らな場所で、付近に高い建物、樹木等の障害物等（風などによる直接、間接の影響）降水状

態が乱されないような所で、かつ雨量観測値がその付近を代表するような地点を選んでください。その設置方
法は次のとおりです。

①設置するには受水用口金が地表面より高さ５０ｃｍになるようにします。これには基礎コンクリートブロック（３
０×３０×２０）を作り、アンカーボルトを３本埋め込みます。（雨量計の寸法図は雨量計の取扱説明書を参照）
②雨量計の下部にある六角頭の止めネジ３本をとり、そのまま上に持ち上げて受水器のカバーを外します。
③雨量計の基台面に丸い水準器がありますので、これを見ながら雨量計が水平になるように固定します。高
さ調節はアンカーボルトに通した下のナットを回して行ないます。
④雨量計の脚をナットではさむように締めて固定します。
⑤発信装置部のネジ端子（リードスイッチの両端子）に、信号ケーブルを確実に固定します。
⑥転倒ますの包装クランプを取り除いてください。
⑦雨量計の信号ケーブルにカウンターを接続して、指先で転倒ますを軽くゆっくりと、転倒回数 を数えなが
ら転倒し、信号回数が正しく出力されているかどうか確認してください。
⑧雨量計カバーをかぶせて六角頭の止めネジ3本で固定します。
⑨受水口にフィルターとあみをセットします。

水準器

ナット（水平用）

アンカーボルト

雨量計用架台

あみ

受水口

雨量計カバー
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３．操作方法

３－１．測定開始および終了

測定スイッチを[REC]にすると、設定された条件で測定を開始します。[STOP]にすると測定終了（待機状
態）となります。

＜標準設定状態＞
ＬＣＤ設定メニューの「Default Setting」を実行したときの、標準的な設定です。（４ ＬＣＤ表示の意味と設
定方法を参照）

特にご指定がない場合、工場出荷時には標準的な設定で出荷しますが、出荷時に設定変更をご指定の
場合は、 「Default Setting」を実行しても、工場出荷時の状態には戻りませんのでご注意下さい。

・測定インターバル ：１０分
・プレタイマー ：ＯＦＦ
・アフタースタート機能 ：ＯＦＦ
・通信速度 ：３８４００ｂｐｓ
・入力モード ：１ｃｈ＝水位

：２ｃｈ＝Ｄｉｓａｂｌｅ（未使用）

３－２．記録計の設定

操作キーを押すとＬＣＤ表示器にメッセージが表示します。[UP]または[DOWN]キーを操作して設定メ
ニューを選択し[ENTER]キーを押します。設定値および表示内容の変更は、[UP]または[DOWN]キーを操
作し、[ENTER]キーで決定します。
設定メニューの詳細は、４ ＬＣＤ表示の意味と設定方法を参照してください。

※測定中でも設定変更は可能です。
※キー操作が９０秒以上ないときは、ＬＣＤ表示は自動的に消えます。
※キー操作は、通信ソフトでも同様の操作ができます。

３－３．通信によるデータ回収
３－３－１．データ回収

パソコンに付属（弊社HPからダウンロード可）のUSBドライバをインストールしてください。ドライバインス
トール完了後、本機USBコネクタにUSB-MINIBタイプケーブルを差し込んで、パソコンに接続します。次に
通信ソフトを起動して、データの回収や各設定操作を行ってください。
※データ回収や各設定操作は、測定中でも実行できます。
※USBのパソコンが割当てるCOMポート番号に、ご注意下さい。デバイスマネジャーにて確認・変更可能
です。

３－３－２．ＫＡＤＥＣ２１通信ソフト

ＫＡＤＥＣ２１通信ソフトは、Windows98以降で動作し、ＫＡＤＥＣ２１シリーズ記録計と通信接続を行い記
録されたデータの回収を行います。また、ＫＡＤＥＣ２１シリーズ記録計本体のＬＣＤとスイッチを画面上で
モニターして、記録条件等の各種設定を遠隔操作することもできます。
回収データをパソコンに保存することができます。保存したデータは、圧縮されたバイナリファイルですが、
テキスト形式に変換し、表計算ソフト（エクセル）などで取り扱い可能なＣＳＶファイルを作成します。なお、
データ回収を行った場合、バイナリファイルと同時にＣＳＶファイルが自動的に作成されます。
通信ソフトの操作方法は、ソフトウェアのヘルプを参考にして下さい。



メニュー項目 表示例 操作スイッチ 動作内容
オープニング ＫＡＤＥＣ２１　Ｓｅｒｉｅｓ キー操作待ち

Ｎｏｒｔｈ－ｏｎｅ

ROMバージョン ＲＯＭ　Ｖｅｒｓｉｏｎ [UP][DOWN] 表示のみ
ＭＩＺＵ５．０　２０１１／０７ [ENTER]

日付 Ｄａｔｅ [UP][DOWN] 表示／変更
０１／１０／０９ [ENTER]

時刻 Ｔｉｍｅ [UP][DOWN] 表示／変更
１１：２２：３３ [ENTER]

インターバル Ｉｎｔｅｒｖａｌ [UP][DOWN] 表示／変更
１ｍｉｎ [ENTER]

プレタイマー Ｐｒｅｓｅｔ　Ｔｉｍｅｒ [UP][DOWN] 表示／変更
ＯＦＦ [ENTER]

アフタースタート Ａｆｔｅｒ　Ｓｔａｒｔ [UP][DOWN] 表示／変更
００／００　００：００ [ENTER]

通信速度 ＣＯＭ　Ｓｐｅｅｄ [UP][DOWN] 表示／変更
３８４００ｂｐｓ [ENTER]

入力モード Ｍｏｄｅ [UP][DOWN] 表示／変更
ｃｈ　１　　　　　ｗａｔｅｒ [ENTER]

水位オフセット Ｏｆｆｓｅｔ [UP][DOWN] 表示／変更
＋００.０００ｍ [ENTER]

波浪の平均化 Ｗａｖｅ　Ｃａｎｃｅｌｅｒ [UP][DOWN] 表示／変更
ＯＦＦ [ENTER]

入力モニタ Ｍｏｎｉｔｏｒ [UP][DOWN] 表示のみ
ｃｈ　１　＋００.０００ｍ [ENTER]

記録データ Ｄａｔａ　１８－１１：２２：００ [UP][DOWN] 表示のみ
ｃｈ　１　＋００.０００ｍ [ENTER]

ＲＴＣアジャスト ＲＴＣ　Ａｄｊｕｓｔ [UP][DOWN] 表示／変更
25 [ENTER]

メモ Ｍｅｍｏ　１ [UP][DOWN] 表示／変更
Ｋａｄｅｃ（メモ１） [ENTER]

電池残量 ＢＡＴＴ [UP][DOWN] 表示／残量ﾘｾｯﾄ
［＿＿＿＿■■■■■■］ [ENTER]

出荷時設定呼出 Ｄｅｆａｕｌｔ　Ｓｅｔｔｉｎｇ [UP][DOWN] 変更のみ
Ｙｅｓ，Ｎｏ [ENTER]

ネットインターバル ＮＥＴ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ [UP][DOWN] ネット回収実行
ＯＦＦ [ENTER]

ネット通信テスト ＮＥＴ　Ｔｅｓｔ [UP][DOWN] ネット通信実行
[ENTER]

通信契約開始 ＮＥＴ　ＯＴＡＳＰ [UP][DOWN] 通信開始実行
[ENTER]

通信契約休止 ＮＥＴ　ＯＴＡＰＡ [UP][DOWN] 通信休止実行
[ENTER]

モジュールシリアル Ｍｏｄｕｌｅ　Ｓｅｒｉａｌ [UP][DOWN] 表示のみ
８ＡＬＤＤ００００００ [ENTER]

測定開始 Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｓｔａｒｔ 測定スイッチ 表示のみ
ｉｎｔｅｒｖａｌ　１ｍｉｎ [REC]

測定終了 Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｓｔｏｐ 測定スイッチ 表示のみ
Ｃｏｕｎｔ　１５５６４ [STOP]
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４ ＬＣＤ表示の意味と設定方法
ＬＣＤ表示に表示されるメニュー項目の意味と設定方法について説明します。
各処理メニューを選択して実行する場合、操作キーを押すと、表に示す順に表示が変化します。表示してい
る処理を実行するときは、[ENTER]キーを押します。次の処理メニューに変更するときは[UP]または[DOWN]
キーを操作します。

測定スイッチ操作時の表示
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４－１ 各メニュー項目の操作方法

メニュー項目 操　　　作　　　方　　　法
オープニング キー操作待ち
ROMヴァージョン

① メニュー項目の「Date」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと年、月、日の順で点滅します。
③ 年月日の正しい数値を[UP][DOWN]キーで設定します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Time」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと時、分、秒の順で点滅します。
③ 時分秒の正しい数値を[UP][DOWN]キーで設定します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Interval」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的のインターバル項目に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※インターバルの設定可能な時間は、機器仕様を参照してください。

① ①メニュー項目の「Preset Timer」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② ②[UP][DOWN]キーで目的のプレ時間または「OFF」に合わせます。

③
③｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選
択して[ENTER]キーを押します。
※プレタイマーの設定可能な時間は、０～３０秒、１～５９分の１分きざみです。

① メニュー項目の「After Start」を表示させます。
② [ENTER]キーを押すと月が点滅します。
③ 測定を開始したい月を[UP][DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。
④ 測定を開始したい日を[UP][DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。
⑤ 月日設定と同様な操作で時分を設定します。

⑥
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選
択して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「COM Speed」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の通信速度に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※通信機能については、通信機能を参照してください。

① メニュー項目の「Mode」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の入力チャンネルに合わせ、[ENTER]キーを押します。
③ [UP][DOWN]キーで目的の入力モードに合わせ、[ENTER]キーを押します。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※各チャンネルごとに記録要素を設定して下さい、記録しないときは「Disable」を選択して
下さい。

① メニュー項目の「Offset」を表示させて、[ENTER]キーを押します。

②
水位オフセットを変更するときは、目的の桁から設定することができますので、[ENTER]
キーを押して目的の桁にします。

③ [UP][DOWN]キーで目的の数値に合わせます。

④
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※水位オフセットは、ゼロ設定とエレベーション設定に使用します。
※水位オフセットは、[UP][DOWN]キーを同時に押しますと、選択されている桁以上を０クリ
アします。

① メニュー項目の「Wave Canceler」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的の平均化時間または「OFF」に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※平均化時間設定可能な時間は、5,10,15,20,25,30秒です。
※平均化時間がインターバルより大きい場合、インターバルは修正されます。

① メニュー項目の「Monitor」を表示させます。

②
表示チャンネルを変更するときは、[ENTER]キーを押して、表示したいチャンネルを[UP]
[DOWN]キーで設定して、[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「Data」を表示させます。
② 現在表示中データは最新の記録データです。
③ さかのぼって記録データを表示するときは、[DOWN]キーを押します。
① メニュー項目の「RTC Adjust」を表示させて、[ENTER]キーを押します。
② [UP][DOWN]キーで目的のRTC値に合わせ、[ENTER]キーを押します。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※RTCアジャストについては、RTCアジャストを参照してください。

水位オフセット

波浪の平均化

アフタースタート

入力モニタ

記録データ

ＲＴＣアジャスト

通信速度

入力モード

日付

時刻

インターバル

プレタイマー



-11-

メニュー項目 操　　　作　　　方　　　法
① メニュー項目の「Memo」を表示させます。
② [ENTER]キーを押して、メモ１から６のいずれかを選択して、[ENTER]キーを押します。
③ メモの内容を変更するときは、１文字ずつの変更となります。
④ １文字ずつ[UP][DOWN]キーを操作して、[ENTER]キーを押します。

⑤
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。

① メニュー項目の「BATT」を表示させます。
② 内蔵バッテリの残量が表示します。
③ 動作電池残量をリセットするときは、[ENTER]キーを押します。
④ [UP][DOWN]キーを操作して、動作電池の種類を選択し、[ENTER]キーを押します。

⑤
「BATT RMIN RESET? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。
※動作電池の残量リセットは、動作電池交換時以外行わないでください。

① メニュー項目の「Default Setting」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③ メニュー項目の｢Auto Download｣を表示させて、[ENTER]キーを押します。
① [UP][DOWN]キーで｢NET Interval｣を表示させます。
② [UP][DOWN]キーで目的の送信インターバル項目に合わせます。

③
｢Change? Yes,No」が最後に表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または「No」を選択
して[ENTER]キーを押します。
※送信インターバルの設定可能な時間は、機器仕様を参照してください。

① メニュー項目の「NET Test」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③
通信進行バーが表示されます。テストメール送信に成功しますと、[OK]が表示されます。失
敗した場合は「NG」が表示されます。失敗した場合は、通信設定及び電波状態を確認して再
度おこなってください。

① メニュー項目の「NET OTASP」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③

通信進行バーが表示されます。OTASPに成功しますと、[OK]が表示されます。失敗した場合は
「NG」が表示されます。失敗した場合は、Eﾒｰﾙ通信用電源、通信設定及び電波状態を確認し
て再度おこなってください。また、OTASPはモジュールの通信契約が終了していないとできま
せん。また、一度OTASPを成功しますと、OTAPAを実行し通信休止後、再度OTA契約を行わない
と実行できません。

① メニュー項目の「NET OTAPA」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③

通信進行バーが表示されます。OTAPAに成功しますと、[OK]が表示されます。失敗した場合は
「NG」が表示されます。失敗した場合は、通信設定及び電波状態を確認して再度おこなって
ください。また、OTAPAは、モジュールのOTASPが終了し、尚且つ休止申し込みが終わってい
ることが必要です。

① メニュー項目の「Module Serial」を表示させます。

②
[ENTER]キーを押しますと、「Yes,No」が表示しますので、[UP][DOWN]キーで「Yes」または
「No」を選択して[ENTER]キーを押します。

③
通信進行バーが表示され、モジュールシリアルが表示されます。このモジュールシリアル
は、モジュール通信契約に必要です。
※モジュールシリアルが読み込めない場合は、Eﾒｰﾙ通信用電源が供給されていない場合があ
ります。電源を確認してください。

Ｅメール送信
インターバル

テストメール送信

通信契約の開始

通信契約の休止

モジュールシリアル

標準設定呼出

メモ

電池残量
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５ 電池

！

リチウム電池パック：ＮＲＨ－Ｂ０６に使用されているリチウム電池の仕様および特徴は、次のとおりです。

・放電中の内部抵抗変化が少なく、放電電圧は放電末期まで平坦。(ただし、軽負荷放電 の場合)
・１００μＡの放電で高容量（2000mAh）、高エネルギー密度（970mWh/cm3)
・従来の電池で対応できなかった、－５５℃～＋８５℃の極めて広い温度範囲で使用可能。
・ﾊｰﾒﾁｯｸｼｰﾙによる完全密閉方式、自己放電も極めて少ないので長期間の使用が可能。

リチウム電池の自己放電が従来の電池にくらべて著しく小さいのは、負極リチウム表面に保護皮膜が生成し、
正極との反応を防いでいるからです。

微少電流の放電では、この皮膜の中を電流が流れることができますが、大電流を流すにはこの皮膜が破壊
されるまでの間は、保護皮膜による内部抵抗のため、閉路電圧が一時的に低下します。
その時の電圧の最低値を過度最低電圧と呼んでいます。この現象は一般的に温度が低いほど、また負荷
が大きいほど低い電圧を示します。

この被膜は、保管期間と保管温度（３０℃以上）によって進行します。
保管の際は、温度３０℃以下、湿度８０％以下で保管してください。
２年以上保管される場合は、１２カ月ごとに１２０Ωの抵抗で６０秒程短絡し、被膜除去を行ってください。

リチウム電池パック：ＮＲＨ-Ｂ06を交換される際は下記に注意してください。

※リチウム電池パックは、製造年月から１２カ月以内に使用してください。

※製造年月は、リチウム電池パック基板の裏に刻印されています。例：２００９（２０２０年０９月製造）

※製造より１２カ月以上経過したリチウム電池パックを利用される際は、電池パックのプラス極とマイナス極を
１２０Ωの抵抗で６０秒程 短絡し、活性化を行ってください。

※動作電池固定ネジを締める場合、強く締めすぎるとプリント基板側のネジ固定部が破損する場合がありま
す。緩めた時と同じ程度に締めて下さい。

※動作電池固定ネジは、電池の固定と記録計の電源電極を兼ねています、プリント基板のネジ固定部分が
破損すると、記録計に電源供給ができなくなり動作しないことがあります。

※動作電池の取付けの方向は上記の通りです、電池交換時には向きに十分ご注意下さい。

※雨天や降雪時の電池交換作業は、水滴が記録計に付着しない様に注意して作業して下さい。
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５ 電池

５－１ 動作電池の交換

記録計の動作用電池を交換するときは、測定スイッチをオフ（ＯＦＦ）にしてから行います。動作用の電池
はＫＡＤＥＣ専用電池で、取付ネジで電池の固定と電極を兼ねています。交換する場合は、プラスドライバ
でネジを外して下さい。

５－２ 電池残量のリセット

動作電池を交換後、メニュー項目の「BATT」を表示させ、動作電池残量のリセットを、必ず実行してくだ
さい。
もし、このリセット操作を行わない場合、動作電池の容量が有るときでも正確な残量計算ができず、交換前
の状態のままです。リセット操作時のメニュー表示は次の通りです。

電池残量のリセット時に、選択した動作電池の容量を記録計内部に設定します。

※電池残量の表示機能は、計算による予測値です。あくまで目安としてご使用下さい。

ＬＣＤ１行目 BATT TYPE SERECT
ＥＲ６ ＮＲＨ－Ｂ０６を１個使用 １８００ｍＡｈ
ＥＲ６×２ ＮＲＨ－Ｂ０６を２個使用 ３６００ｍＡｈ
ＣＲ１２３Ａ カメラ用電池ＣＲ１２３Ａを使用 　９００ｍＡｈ

ＬＣＤ２行目

使用する動作電池を選択して下さい。

動作電池固定ネジ
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５－４ Eメール通信用電源
Eメール通信用電源は付属の専用ケーブルにてDC12Vを供給する必要があります。商用電源（AC100V）

が使用できる環境の場合は、ACアダブタなどで供給することも可能です。商用電源が使用できない環境の場
合、鉛シール蓄電池などで供給する必要があります。以下に鉛シール蓄電池を利用した場合の動作日数の
記載しますので、設置時の参考にしてください。

５－３ 測定動作日数

ＫＡＤＥＣ２１－ＭＩＺＵの動作日数は記録インターバルや接続するセンサーによって変化します。以下に標
準的な動作日数を記載しますので設置時の参考にして下さい。ただし、記録計のメモリ容量は考慮していま
せん。

※上記の日数計算には、外部トリガ機能や通信による消費電流は考慮しておりません。プレタイマ機能を使
用した外部トリガ機能を使用する場合や、ＰＣとの通信を頻繁に行う場合の動作日数は別途計算が必要で
す。

※上記の日数計算には、通信リトライ（最大で4回まで行います）は考慮しておりません。電波状態が悪い環

境ではリトライ回数が増えましので、動作日数が減ることもあります。また鉛シール蓄電池は低温環境では性
能が劣化しますので、動作日数が減少することがあります。
低温環境での動作の場合、オプションで低温環境用スーパーリチウム電池（KDC-B16-2）もございます。

通信インターバル1ヶ月消費電流 自己放電率 運用期間例 蓄電池容量
5分 18.0Ah 70% 3ヶ月 77.2Ah以上
10分 9.0Ah 70% 3ヶ月 38.6Ah以上
60分 1.5Ah 70% 3ヶ月 6.5Ah以上

24時間 0.1Ah 70% 3ヶ月 0.3Ah以上

　　　リチウム電池パック１個 　　　カメラ用電池ホルダ１段
ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 測定データ数 測定日数 測定月数 ｲﾝﾀｰﾊﾞﾙ 測定データ数 測定日数 測定月数

　　１分 約 403,200ﾃﾞｰﾀ 　約280日 　約9.3ヶ月 　　１分 約 201,600ﾃﾞｰﾀ 　約140日 　約4.6ヶ月
　１０分 約 133,632ﾃﾞｰﾀ 約928日 約30.9ヶ月 　１０分 約 68,816ﾃﾞｰﾀ 約464日 約15.4ヶ月
　３０分 約 53,760ﾃﾞｰﾀ 約1,120日 約37.3ヶ月 　３０分 約 26,880ﾃﾞｰﾀ 約560日 約18.6ヶ月
　６０分 約 28,344ﾃﾞｰﾀ 約1,181日 約39.3ヶ月 　６０分 約 14,160ﾃﾞｰﾀ 約590日 約19.6ヶ月
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６ 技術資料
６－１ 記録計のデータ回収について

KADEC21シリーズは記録計本体に９７２８０データ分の記録メモリを持っています。データ回収時に、この
９７２８０データを全て回収する方法と、未回収の部分のみ回収する２つの回収方法が選択できます。それ
ぞれ、「全データ回収」、「最新データ回収」と呼んで、記録計のＬＣＤ表示メニューでは[ALL],[NEW]と表
示されます。
以下にその違いを説明します。

６－１－１ 全データ回収 「ALL」

記録計の内部メモリ97280個すべてを回収します。この方法でデータ回収をおこなえば、未回収記録
データに過去の記録データを含め記録計内部のデータをすべて回収します。過去の記録データは最新
の記録データで上書きされない限り記録計に残っています。万が一、過去に回収したデータが紛失した場
合などはこの方法で上書きされていない過去の記録データを全て回収することができます。
６－１－２ 最新データ回収 「NEW」
前回データ回収した記録データの次のデータから現在までの未回収記録データを回収します。この方
法でデータ回収をおこなえば、未回収記録データだけを回収しますので短時間で回収動作が完了します。

記録計内部メモリ　９７２８０データ

記録メモリが末尾になると先頭に戻り、記録メモリの先頭からデータを上書きします。（メモリスクロール方式）

過去の記録データ 未回収の記録データ 過去の記録データ

前回データ回収 最新データ

「NEW」
最新データ回収

「ALL」
全データ回収

６－２ 波浪の平均化の平均時間設定（Wave Canceler) 

水位変動の多い河川および海岸などでは、水位データを瞬時値で測定しますと正確なデータは得られない
ことがあります。この様な場所では、水位変化を平均化して測定する必要が有ります。平均サンプリング機能
は、記録する測定インターバルの他に平均化時間を設定して、平均値データを算出し記録することができま
す。ただし、平均化時間内のサンプリング時間は１秒固定です。また、平均化時間がインターバルより大きい
場合、インターバルは修正されます。

※平均化時間が長くなる場合は、電池の消費も増えますので、通常の動作日数より短くなりますので注意し
てください。

測定インターバル（１分以上）

サンプリング時間（１秒）

平均化時間（５～３０秒）



-16-

６－３ プレタイマーについて

プレタイマー機能は、記録計の測定インターバルと同期して、外部のセンサーやアンプなどの機器の電源
をオン／オフするための機能です。電源の必要な入力機器は、常時電源を供給すると、電池の消耗を早めま
す。長期間の測定の場合、大型のバッテリィが必要となってきます。そこで、測定時前にセンサやアンプなど
の機器に、測定インターバル前に電源をオンにする信号を出力する機能がプレタイマー機能です。

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：OFF

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：０min

プレ信号ON

プレ信号OFF

測定中

測
定
開
始

測
定
終
了

プレタイマ：○△min

測定と同時にON
プレ時間”０min”

測定開始前○△min
前にON

プレタイマは無効
ONしない

６－３－１ 外部同期端子について

プレタイマー機能で設定した時間で外部同期端子「EXTOUT」がON/OFFします。
出力はトランジスタによる有電圧出力ですので、外部電源をON/OFFする必要がある場合はリレー等で回路
を構成してください。その際は以下の点に注意してください。
○出力はトランジスタによる有電圧出力で、負荷により記録計の動作電池の消費電流が増加します。
○オン状態のときは、負荷に動作電池から電流が流れ続けますので、動作電池の消費電流には注意して
下さい。
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６－４ アフタースタート機能について
アフタースタート機能は、測定開始日を予め設定し、その設定された月日時分から測定を開始します。 但
し、測定インターバルの設定により、その設定時刻に測定されるとは限りません。つまり測定インターバルを
１時間と設定した場合、正時に測定される為、スタート時間を○月△日９時３０分と設定しても、測定は１０時
００分まで行われません。
記録中にアフタースタートを設定した場合、設定時刻まで記録は停止します。リモート操作で一旦記録を
停止させる場合に有効です。逆に誤ってアフタースタートを設定してしまうと記録が停止させられる為、設定
操作には注意が必要です。
アフタースタート機能の停止は、測定開始日を全て０（ゼロ）に設定します。

６－５ 電池残量表示機能について
KADEC21シリーズのＬＣＤ表示メニュー項目の「BATT」で表示される動作電池残量は、測定時の消費電
流、待機時の消費電流といった記録計の各動作状態での消費電流を予め内部の不揮発性メモリに書き
込んでいます。この値をプログラムで計算することで、電池残量を計算して表示させています。ですから電
池残量表示機能は、電池残量の予測値であることにご注意下さい。（電池電圧の実測値に基づくものでは
ありませんので目安としてご使用下さい。）

期　間 補 正 回 数 補　正　時　間
２０秒 １回 　　　　　１×１／１６３８４＝　６１μ秒

１分 ３回 　　　　　３×１／１６３８４＝１８３μ秒
１時間 １８０回 　　　１８０×１／１６３８４＝　１０．９８ｍ秒

１日 ４３２０回 　　４３２０×１／１６３８４＝２６３．６７ｍ秒
１週間 ３０２４０回 　３０２４０×１／１６３８４＝　　１．８５秒
１ヶ月 １２９６００回 １２９６００×１／１６３８４＝　　７．９１秒

６－６ RTC誤差調整機能

記録計内部にはＲＴＣ（Real Time Clock）と呼ばれる時計を内蔵しています。出荷時には常温環境下に
おいて月差約±１０秒以下になるように調整しています。このＲＴＣは水晶発振を基に時刻を刻んでいます
が、極端な温度変化の環境下に記録計を設置した場合などは、月差がさらに大きくなる場合もあります。
※個々のＲＴＣの誤差は統計的な標準偏差により規定されます。

ＲＴＣ誤差調整機能は、特殊な装置を必要とせずに記録計内部の時計（ＲＴＣ）の進みまたは、遅れを調
整することができます。この機能は、２０秒に１度、ＲＴＣのクロック数を変化させることにより、時計の進み遅
れを調整しています。設定方法は、時計が遅れているときは現在の設定値を減らし、進んでいるときは設
定値を増やします。

増減値の１カウントの補正時間は以下の様に求められます。
・ＲＴＣクロック周波数 ：３２７６８Hz（分周比１／２で１６３８４Hz）
・１カウントあたりの分解能：１／１６３８４Hz＝６１．０３５１μ秒
・補正インターバル ：２０秒

例１）１日に時計が３秒進んだ場合。
１日=８６４００秒 ８６４００÷２０=４３２０
１日当り４３２０回補正インターバルが生ずるので
６１．０３５１μ秒×４３２０=０．２６３７秒／日
３÷０.２６３７＝約１１カウント
現在の設定値が１０の場合、１０＋１１＝２１を設定します。
例２）一週間に時計が７秒遅れた場合。
１カウントは、１．８４５７秒／週なので ７÷１．８４５７＝約４カウント
現在の設定値が２１の場合、２１－４＝１７を設定します
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７ 別売りオプション
ＫＡＤＥＣ２１シリーズの記録計を便利にお使いいただく為のオプション品をご紹介いたします。

・カメラ用電池ホルダ

カメラ用電池ＣＲ１２３Ａは（二酸化マンガンリ
チウム電池）一般的に市販されている電池です。
この電池でＫＡＤＥＣ２１シリーズを動作させると
電池容量は、専用の動作電池（ＮＲＨ－Ｂ０６）
に比べ約半となります。

※：ＣＲ１２３Ａの電池容量はメーカ毎に違いが
あります。

型式：ＫＤＣ－Ｂ０１－Ｕ２１

・スーパーリチウム電池

Ｅメールモデル・EYE2用の耐環境用動作電
源として、スーパーリチウム電池（5Ah）です。従
来のニッケルカドウミュム電池と異なり充電は出
来ませんが、小型で大容量、しかも耐環境性が
著しく向上しています。

※ショートや大電流放電による爆発・発火を防
ぐためにヒューズを内蔵しています。
このヒューズが切断すると、新品であっても電圧
が0Vとなり、修理することができませんので取
扱いには十分御注意下さい。

型式：ＫＤＣ－Ｂ０６－２

型式：ＫＤＣ－Ｂ０２－ＴＲ－□・ＡＣアダブタ ９Ｖ（トランスタイプ）
ＫＡＤＥＣ２１シリーズを商用電源（AC１００Ｖ）

で使用する際に使用します。ＫＡＺＥで使用す
る際は、電源周波数（50Ｈｚや60Ｈｚ）ノイズに
強いトランスタイプを使用してください。

※：先端形状を指定してください。
1：ＡＣプラグ（センターマイナス）
2：差込型ピン端子



測 定 ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾊ ﾞ ﾙ １、２、３、４、５、６、１０、１２、１５、２０、３０秒
１、２、３、４、５、６、１０、１２、１５、２０、３０分
１、２、３、４、５、６、８、１２、２４時間
有電圧外部トリガによる測定動作

記 録 デ ー タ 記 憶 容 量 ９７，２８０個（水位のみ約６７５日分／１０分間隔）
使 用 メ モ リ 不揮発生メモリ（バッテリバックアップ不要）
記 録 内 容 時刻記録方式

１要素の１ﾃﾞｰﾀごとに日時／入力要素／ﾁｬﾝﾈﾙ番号を同時記録
※各専用機器の入力仕様によって異なります。

メ モ 機 能 メモ数　：６個
文字数　：１６文字
取扱文字：ローマ字、カタカナ、記号
※操作キーで登録設定ができます。

記 録 方 式 メモリスクロール方式
通信方式 ＬＴＥ方式　上り最大２５Ｍbps、下り最大７５Ｍbps

接続インターバル １０分、６０分、２４時間

送信先数 通常データ・警報データ各6箇所

アンテナ RFコネクタ×２（外部アンテナ）　インピーダンス50Ω　

Ｅメール用電源 ＤＣ１２Ｖ電源、　スーパリチウム電池（オプション）

使用コネクタ ＵＳＢ ＭＩＮＩ Ｂコネクタ（ドライバは製品に添付または弊社ＨＰよりＤＬ可能）

通信ソフト 設定用ソフトウェア付属　データ回収はKADEC21専用通信ソフトKUTSを使用

（無償配布） ※通信ソフトは、当社のホームページから無償でダウンロードできます。

表 示 器 １６文字２行キャラクタＬＣＤ表示器（－２０～７０℃動作範囲）
※－１０℃以下では、表示がうすく表示レスポンスは多少低下します。
※９０秒以上操作キーによる操作がないときは、自動的に表示はＯＦＦになります。

操 作 キ ー 押 し ボ タ ン キ ー ３個（UP/DOWN/ENTER）
スライドスイッチ １個（REC/STOP）　　　　　　　　※測定開始／終了スイッチ
ボ リ ウ ム ＬＣＤ表示器のコントラスト調整

標 準 機 能 ﾌ ﾟ ﾚ ﾀ ｲ ﾏ ｰ 機 能 記録動作前に外部機器の電源をON/OFFする機能
設定可能範囲は１～５９分（初期値はＯＦＦ）

ｱ ﾌ ﾀ ｰ ｽ ﾀ ｰ ﾄ 機 能 指定した月日時分から測定動作が開始します。
（初期値はＯＦＦ）

RTC 調 整 機 能 タイマー機能の進みおよび遅れの調整を行うことができます。
※タイマー機能は動作電池およびボタン電池でバックアップ

電池残量表示機能 内蔵電池の残量を計算によってＬＣＤ表示器に１０段階で出力
（ 目 安 ） ※電池交換時には残量リセット操作によって満タン状態となります。

電 源 消 費 電 流 測定時動作電流：２８ｍＡ　※センサ電源を含む。
（ロガ－部のみ） スリープ時電流：７０μＡ

通信動作電流　：３２ｍＡ
Ｅメール送信時電流：２００ｍＡ（平均）　

使 用 電 源 リチウム電池パック（ＮＲＨ－Ｂ０６：ネジ固定方式）
カメラ用電池（二酸化マンガンリチウム電池）
専用ＡＣアダプタ（ＤＣ９Ｖ）
※カメラ用電池使用時の動作範囲は－５℃～４０℃の環境下で使用してください。

搭 載 Ｏ Ｓ Ｉ-ＴＲＯＮ（リアルタイムＯＳ）採用により各機能が独立して動作
動 作 環 境 －２５℃～＋８０℃

寸 法 ／ 重 量 １７５Ｗ×１２３Ｄ×７３Ｈ／８００ｇ（突起物含まず）

Ｅメール機能

通 信 機 能
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８ 仕様

※：上記精度は記録計の精度で、センサーと組合わせた総合精度ではありません。

接 続 セ ン サ 半導体ゲージ式水位センサ（標準品：KDC-S10TM/N）
測 定 範 囲 ０～２０ｍ（標準）、１、１０、５０、１００ｍ

水 位 測 定 任意の水位に対応可
ﾁｬﾝﾈﾙ1 分 解 能 分  解  能：１ｍｍ（２０ｍ標準仕様に対し）

測 定 精 度 測定精度：±０.１％Ｆ.Ｓ
そ の 他 水位オフセット機能（－９９９.９９～＋９９９.９９m）

波浪の平均化機能
接 続 セ ン サ 転倒マス式雨量計（KDC-S13）または、接点信号出力センサ
記 録 内 容 インターバル間の積算雨量

雨 量 測 定 入 力 パ ル ス 無電圧接点パルス（接点抵抗１００Ω以下）
ﾁｬﾝﾈﾙ2 有電圧接点パルス（３V以上）

パルス幅：オン時０.３秒以上、オフ時０.５秒以上
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９ 外形寸法
９－１ ＫＡＤＥＣ２１－ＭＩＺＵ－Ｎ２


